
藍
澤
南
城
の
『
周
易
索
隠
』
に
つ
い
て

村
　
山
　
敬
　
三

序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
ざ
わ
な
ん
じ
よ
う

　
越
後

柏
崎
の
儒
者
、
藍
澤
南
城
（
一
七
九
I
1
～
1
八
六
O
）
に
は
著
作
と
し
て
『
周
易
索
隠
』
が
あ
る
。
現
在
新
潟
縣
立
圖
書
館
に
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

藏

さ
れ
て
お
り
、
浄
書
本
六
巻
六
冊
で
ほ
か
に
初
稿
本
五
冊
が
あ
る
。
以
下
、
本
稿
の
考
察
は
浮
書
本
に
握
る
。
巻
六
に
は
序
が
あ
る
。
そ

の

最
後
の
部
分
は
後
に
示
す
よ
う
に
、
「
文
政
に
建
艸
し
て
、
天
保
に
竣
功
す
。
其
の
聞
殆
ん
ど
二
十
年
。
…
天
保
己
亥
清
秋
」
と
な
っ
て

い

る
。
「
天
保
己
亥
」
は
天
保
十
年
で
、
南
城
四
十
八
歳
の
時
に
あ
た
る
。
南
城
が
江
戸
か
ら
南
條
に
蹄
り
、
學
塾
三
饒
堂
を
開
い
た
の
が

文
政
三
年
、
二
十
九
歳
の
時
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
南
城
は
三
鯨
堂
の
開
塾
後
ま
も
な
く
し
て
こ
の
著
の
執
筆
に
取
り
か
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ

　

こ
れ
ま
で
南
城
の
こ
の
著
作
に
言
及
し
た
も
の
は
、
内
山
知
也
氏
の
『
藍
澤
南
城
　
詩
と
人
生
」
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
内
山
氏
は
『
周

易
索
隠
』
の
序
を
す
べ
て
書
き
下
し
文
で
示
し
、
「
南
城
の
新
見
解
が
多
く
、
自
信
溢
れ
る
著
述
で
あ
る
が
、
ま
だ
現
代
の
學
者
の
評
債
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

得
て
い

な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
F
南
城
の
新
見
解
」
が
何
か
に
つ
い
て
ま
で
は
言
及
が
な
い
。
以
下
に
、
『
周
易
索
隠
』
は
ど

の

よ
う
な
著
述
な
の
か
、
南
城
は
ど
の
よ
う
な
読
を
述
べ
て
い
る
の
か
探
っ
て
み
た
い
。
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一
一

『
周
易
索
隠
』
の
膿
裁
と
南
城
の
参
考
文
献

H
　
『
周
易
索
隠
』
の
髄
裁

　
『
周
易
索
隠
』
六
巷
は
、
巷
敷
を
記
し
た
下
に
「
越
後
　
藍
氏
著
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

迭
り
假
名
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
各
巻
ご
と
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
巻
一

　
　
巻
二
・

　
　
巻
三

　
　
巷
四

　
　
巻
五

　
　
巻
六

　
巻
六

F序
卦
傳
」

節華威随需乾

　

F繋
欝
下
」

　
　
に
つ
い
て
は
、

鄭
樵
日
、
序
卦
之
文
、

明
其
所
以
非
也
。
不
可
強
爲
之
説
。

未
嘗
不
本
干
序
卦
也
。

（鄭
樵
曰
く
、
序
卦
の
文
、

全
漢
文
は
句
讃
が
切
ら
れ
て
い
る
が
、
返
り
鮎
、

坤
　
屯
　
蒙

訟

師
比
小
畜
履
泰
否
同
人
大
有
謙
豫

蓋
　
臨
　
観
　
瞳
幡
　
責
　
剥
　
復
　
元
妄
大
畜
　
願
　
大
過
　
炊
　
離

恒
　
遜
　
大
肚
　
晋
　
明
夷
　
家
人
　
膜
　
養
　
解
　
損
　
盆
　
央
　
垢

升
困
井
革
鼎
震
艮
漸
露
妹
豊
旅
巽
住
換

中
孚
　
小
過
　
既
濟
　
未
濟
　
繋
辞
　
繋
嚇
下
　
説
卦
　
序
卦
　
周
易
索
隠
序

　

は
本
文
す
べ
て
に
つ
い
て
の
注
解
で
は
な
い
。
本
文
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
の
注
解
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
　

本
文
の
注
解
は
な
く
、
次
の
記
述
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
蓋
不
協
　
。
有
義
之
荷
合
者
、
有
義
之
不
荷
合
者
。
是
山
豆
聖
人
之
言
邪
。
自
韓
康
伯
已
明
其
非
易
之
慈
、
而
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
六
経
奥
論
〉
按
序
卦
固
後
人
之
所
附
會
、
今
於
論
語
學
庸
及
老
荘
等
之
諸
書
、
爲
之
章
次
者
、

　
　
　
　
然
而
其
伎
価
皆
不
及
干
序
卦
之
巧
也
。
序
卦
何
可
非
哉
。
（
巷
六
）

　
　
　
　
　

蓋

し
協
せ
ず
。
義
の
荷
合
す
る
者
有
り
、
義
の
荷
合
せ
ざ
る
者
有
り
。
是
れ
宣
に
聖
人
の
言
な
ら
ん
や
。
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う
ん

　
　
韓
康
伯
よ
り
已
に
其
の
易
の
誼
に
非
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
れ
ど
も
、
而
れ
ど
も
未
だ
其
の
非
な
る
所
以
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
な
り
。
強

　
　
ひ

て
之
が
説

を
爲
す
べ
か
ら
ず
と
。
〈
六
経
奥
論
〉
按
ず
る
に
序
卦
は
固
よ
り
後
人
の
附
會
す
る
所
に
し
て
、
今
論
語
學
庸
及
び
老
荘

　
　
等
の
諸
書
に
於
て
、
之
が
章
次
を
爲
す
者
、
未
だ
嘗
て
序
卦
に
本
つ
か
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
然
り
而
し
て
其
の
伎
偏
皆
序
卦
の
巧

　
　
な
る
に
及
ば
ざ
る
な
り
。
序
卦
何
ぞ
非
と
す
べ
け
ん
や
。
）

　
鄭
樵
と
は
意
見
を
異
に
し
て
、
序
卦
の
文
は
後
人
の
付
會
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
論
語
學
庸
、
老
荘
な
ど
の
書
で
も
序
卦
に
基
づ
く
も

の

が

あ
り
、
そ
れ
ら
の
書
の
技
旦
里
は
序
卦
に
及
ば
ず
、
序
卦
は
非
と
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
言
う
。
鈴
木
由
次
郎
氏
も
「
序
卦
傳
が
あ
と
か

ら
考
え
出
さ
れ
た
一
個
の
思
想
膿
系
で
」
は
あ
る
が
、
「
序
卦
傳
が
六
十
四
卦
の
順
序
に
一
個
の
思
想
髄
系
を
見
い
だ
し
た
こ
と
は
決
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

意
義
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
」
と
言
う
。

　
「
雑
卦
傳
」
に
つ
い
て
は
注
鐸
も
な
く
、
全
く
言
及
が
見
ら
れ
な
い
。

口
　
南
城
の
参
考
文
獄

　
と
こ
ろ
で
、
南
城
が
『
周
易
索
隠
』
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
文
献
を
参
照
し
て
い
る
の
か
o
注
鐸
書
の
類
を
畢
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

な
お
、
書
名
は
『
藍
澤
氏
一
二
鈴
堂
奮
藏
書
目
録
』
に
よ
る
。

⑥⑤④③②①
『
周
易
集
解
』
李
鼎
詐
撰

『
周
易
正
義
」
魏
王
弼
　
巫
日
韓
康
伯
注
　
唐
孔
穎
達
疏

『周
易
［
傳
m
s
］
』
　
（
首
書
　
周
易
集
註
）
二
四
巻
首
一
巻
　
宋
程
願
傳
　
朱
［
喜
川
］
本
義

『
鄭
氏
周
易
」
三
巻
付
鄭
氏
周
易
交
辰
圖
　
漢
鄭
玄
注
　
宋
王
雁
麟
編
　
清
恵
棟
補

『
易
経
蒙
引
』
二
四
巻
　
明
察
清

『
易
學
小
答
象
意
考
』
便
道
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⑦

『
東
披
易
傳
』
蘇
載
撰

　

こ
の
中
で
、
⑦
の
蘇
載
の
引
用
の
仕
方
は
特
異
で
あ
っ
て
、
巻
一
か
ら
巻
三
ま
で
は
見
ら
れ
ず
、
巻
四
の
絡
わ
り
く
ら
い
か
ら
引
用
が
多

v
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
五
巷
、
六
巷
と
績
い
て
い
る
。
そ
の
他
、
『
周
易
畢
正
」
『
周
易
乾
馨
度
」
『
盈
進
齋
随
筆
』
『
讃
易
私
説
』
（
伊
藤

東
涯
）
な
ど
の
書
名
が
見
え
る
が
、
み
な
わ
ず
か
に
一
度
だ
け
の
引
用
で
あ
り
孫
引
き
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
『
咳
齢
叢
考
』

（趙

翼
）
は
、
繋
齢
傳
上
r
河
出
圃
、
洛
出
書
」
に
つ
い
て
長
く
引
用
し
て
い
る
。
漢
儒
を
批
判
す
る
内
容
で
あ
る
。
南
城
の
見
解
は
何
も

記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
の
解
説
と
し
て
こ
の
引
用
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
鷹
南
城
も
賛
成
す
る
見
解
な
の
だ
と
考

え

ら
れ
る
。
『
九
経
談
』
（
大
田
錦
城
）
は
巻
六
に
「
近
儒
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
朱
子
語
類
』
は
巷
一
、
屯
、
六
三
「
象
日
、
即

鹿
元
虞
、
以
從
禽
也
」
に
つ
い
て
の
引
用
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
割
注
の
中
で
一
箇
所
引
用
が
見
ら
れ
る
。

三
　
「
周
易
索
隠
序
」
の
内
容

（174）

　
巷
六
の

「
周
易
索
隠
序
」
で
南
城
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
序
に
よ
っ
て
、
南
城
の
易
學
に

お

け
る
大
き
な
方
針
が
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
以
下
に
そ
の
内
容
を
見
て
み
た
い
。

o
易
は

文
王
自
笈
の
言

　
　
夫
文
王
之
作
易
也
、
蓋
以
自
笈
而
已
。
身
在
難
而
翫
易
象
、
思
所
以
免
難
之
方
。
於
是
乎
繋
之
離
以
自
断
其
吉
凶
。
周
公
從
而
鑛
成
父

　
　
之
志
、
使
周
人
奉
之
以
爲
占
笠
之
書
。
所
以
尊
信
開
國
創
業
之
聖
君
而
法
象
其
徳
也
。
自
周
爾
來
至
今
三
千
年
、
學
者
奉
之
以
爲
萬
世

　
　
不
易
之
経
、
而
不
知
其
爲
文
王
自
麸
之
言
者
、
以
聖
人
之
言
其
所
包
括
深
且
遠
也
。

　
　
（
夫
れ
文
王
の
易
を
作
る
や
、
蓋
し
自
ら
笠
す
る
を
以
て
す
る
の
み
。
身
難
き
に
在
り
て
易
象
を
翫
ぶ
は
、
難
を
免
が
る
る
所
以
の
方



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
せ
い

　
　
を
思
へ
ば
な
り
。
是
に
於
て
か
之
を
辞
に
繋
げ
て
以
て
自
ら
其
の
吉
凶
を
断
ず
。
周
公
從
ひ
て
父
の
志
を
鑑
成
し
、
周
人
を
し
て
之
を

　
　
奉
じ
て
以
て
占
麸
の
書
た
ら
し
む
。
開
國
創
業
の
聖
君
を
尊
信
し
て
象
を
其
の
徳
に
法
る
所
以
な
り
。
周
よ
り
爾
來
今
に
至
る
ま
で
三

　
　
千
年
、
學
者
之
を
奉
じ
て
以
て
萬
世
不
易
の
経
と
爲
す
。
而
る
に
其
の
文
王
自
麸
の
言
た
る
を
知
ら
ざ
る
は
、
聖
人
の
言
其
の
包
括
す

　
　
る
所
深
く
且
つ
遠
き
を
以
て
な
り
。
）

　
文
王
が

易
を
作
っ
た
の
は
自
分
で
占
い
を
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
だ
っ
た
。
困
難
な
状
況
に
あ
っ
て
易
象
を
研
究
し
た
の
は
、
そ
の
困
難

な
状
況
か
ら
逃
れ
る
方
法
を
求
め
た
か
ら
で
あ
る
。
易
象
の
説
明
す
る
言
葉
を
考
え
な
が
ら
吉
凶
を
断
じ
た
。
周
公
は
父
の
志
を
深
く
研
究

し
て
ま
と
め
、
周
の
人
び
と
に
奉
じ
て
占
籏
の
書
と
さ
せ
た
。
開
國
創
業
の
聖
君
を
尊
信
し
て
そ
の
徳
を
手
本
と
し
て
易
象
を
合
致
さ
せ
た

の

で

あ
る
。
周
よ
り
三
千
年
、
學
者
が
こ
れ
を
萬
世
不
易
の
経
と
し
な
が
ら
、
文
王
の
自
笠
の
言
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
は
、
聖
人
の

言
が
包
括
す
る
範
團
が
深
く
遠
い
こ
と
か
ら
で
あ
る
、
と
言
う
。

　
　
何
以
言
之
。
坤
、
西
南
得
朋
、
東
北
喪
朋
。
西
南
岐
周
之
方
、
東
北
般
之
方
o
出
於
岐
周
、
而
北
赴
干
般
都
o
　
1
旦
離
其
臣
子
之
類
、

　
　
而
所
以
終
有
慶
者
、
以
其
能
守
臣
道
也
。
説
者
以
爲
浸
占
之
離
。
山
豆
有
此
理
哉
。
小
畜
、
密
雲
不
雨
、
自
我
西
郊
。
亦
指
岐
周
之
西
郊
。

　
　
文
王
在
難
、
徳
澤
未
行
。
故
云
爾
。
豊
可
以
爲
乏
占
之
離
哉
。
　
養
、
利
西
南
不
利
東
北
。
亦
文
王
之
澤
未
漸
干
北
方
也
。
解
、
利
西

　
　
南
。
復
亦
如
之
。
説
者
皆
以
爲
浸
占
之
辞
。
其
義
之
朦
朧
不
明
、
職
由
焉
。

　
　
（
何
を
以
て
か
之
を
言
ふ
。
坤
に
、
西
南
に
朋
を
得
、
東
北
に
朋
を
喪
ふ
と
。
西
南
は
岐
周
の
方
、
東
北
は
般
の
方
な
り
。
岐
周
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ひ

　
　
出
で
て
、
北
の
か
た
段
都
に
赴
く
。
一
旦
其
の
臣
子
の
類
に
離
れ
て
、
終
に
慶
有
る
所
以
の
者
は
、
其
の
能
く
臣
道
を
守
る
を
以
て
な

　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
せ
ん

　
　
り
。
説
者
以
て
涯
占
の
餅
と
爲
す
。
山
豆
に
此
の
理
有
ら
ん
や
。
小
畜
に
、
密
雲
雨
ふ
ら
ず
、
我
が
西
郊
よ
り
す
と
。
亦
岐
周
の
西
郊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん

　
　
指

す
。
文
王
難
き
に
在
り
、
徳
澤
未
だ
行
は
れ
ず
。
故
に
爾
云
ふ
。
豊
に
以
て
涯
占
の
騨
と
爲
す
べ
け
ん
や
。
蕎
に
、
西
南
に
利
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
ほ

　
　
も
、
東
北
に
利
有
ら
ず
と
。
亦
文
王
の
澤
未
だ
北
方
を
漸
さ
ざ
る
な
り
。
解
に
、
西
南
に
利
あ
り
と
。
復
た
亦
之
の
ご
と
し
。
説
者
皆
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も
つ
ば
　
　
こ
れ

　
　
以
て
乏
占
の
欝
と
爲
す
。
其
の
義
の
朦
朧
と
し
て
明
ら
か
な
ら
ざ
る
こ
と
、
職
ら
焉
に
由
る
。
）

　
ど
う
し
て
そ
う
言
え
る
か
。
坤
の
F
西
南
に
朋
を
得
、
東
北
に
朋
を
喪
ふ
」
は
、
西
南
は
岐
周
の
方
角
、
東
北
は
股
の
方
角
で
あ
る
。
岐

周
か
ら
出
て
、
北
の
方
角
の
股
都
に
行
く
。
い
っ
た
ん
そ
の
臣
子
の
類
か
ら
離
れ
て
、
最
後
に
慶
び
が
あ
る
理
由
は
、
臣
道
を
守
る
こ
と
が

で

き
た
か
ら
で
あ
る
。
論
者
は
乏
占
の
u
t
　
（
＝
＝
1
般
的
な
占
い
の
三
口
葉
）
と
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
道
理
は
な
い
。
小
畜
の
「
密
雲
雨
ふ
ら

ず
、
我
が
西
郊
よ
り
す
。
」
と
あ
る
の
も
、
岐
周
の
西
郊
を
指
す
。
文
王
は
難
し
い
局
面
に
あ
っ
て
、
彼
の
徳
澤
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
だ
。
乏
占
の
離
で
は
な
い
。
窪
の
「
西
南
に
利
あ
る
も
、
東
北
に
利
有
ら
ず
」
も
ま
た
、
文
王
の
恩
徳
は
ま

だ

北
方
を
う
る
お
し
て
い
な
か
っ
た
。
解
に
「
西
南
に
利
あ
り
」
と
あ
る
の
は
や
は
り
同
じ
こ
と
で
、
議
論
す
る
者
は
皆
こ
れ
ら
を
乏
占
の

離

と
し
て
い
る
。
解
繹
が
朦
朧
と
し
て
明
ら
か
で
な
い
の
は
、
主
と
し
て
こ
れ
が
そ
の
理
由
で
あ
る
、
と
言
う
。

O
豪
傳
大
象
に
よ
る
意
味
の
廣
が
り
と
混
齪

　
　
且
夫
易
素
占
籏
之
書
、
及
孔
子
作
蒙
傳
大
象
也
。
嚢
其
組
、
明
其
奥
、
然
後
始
合
符
於
論
語
學
庸
詩
書
等
、
凡
語
道
義
者
、
不
必
占
笠

　
　
書
覗
之
。
蒙
傳
乃
猶
護
文
王
之
奮
轍
、
而
解
其
文
、
至
干
大
象
、
則
不
必
拘
干
卦
之
名
義
。
別
自
取
一
象
。
其
説
往
々
出
干
人
之
意
表
。

　
　
不
復
襲
奮
轍
。
學
者
解
之
、
大
抵
拘
引
於
脛
文
、
其
説
又
朦
朧
不
明
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん
　
　
ひ
ら
　
　
　
　
　
　
　
あ
う

　
　
（
且
つ
夫
れ
易
は
素
よ
り
占
麸
の
書
な
り
。
孔
子
豪
博
大
象
を
作
る
に
及
び
て
や
、
其
の
組
を
登
き
、
其
の
奥
を
明
ら
か
に
す
。
然
る

　
　
後
始
め
て
符
を
論
語
學
庸
詩
書
等
に
合
す
。
凡
そ
道
義
を
語
る
者
、
必
ず
し
も
占
麸
の
書
も
て
之
を
硯
ず
。
豪
傳
は
乃
ち
猶
ほ
文
王
の

　
　
奮
轍
を
護
る
が
ご
と
く
し
て
其
の
文
を
解
す
れ
ど
、
大
象
に
至
り
て
は
、
則
ち
必
ず
し
も
卦
の
名
義
に
拘
は
ら
ず
し
て
、
別
に
自
ら
一

　
　
象
を
取
る
。
其
の
説
往
々
に
し
て
人
の
意
表
に
出
づ
。
復
た
奮
轍
を
襲
は
ず
。
學
者
之
を
解
す
る
に
、
大
抵
脛
文
に
拘
引
せ
ら
れ
、
其

　
　
の

説
又
朦
朧
と
し
て
明
ら
か
な
ら
ざ
る
な
り
。
）

　
そ

も
そ
も
易
は
最
初
か
ら
占
笠
の
書
で
あ
る
。
孔
子
が
豪
傳
・
大
象
を
作
っ
て
、
易
の
奥
深
い
と
こ
ろ
を
開
き
、
易
の
奥
に
潜
ん
で
い
た
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も
の
を
明
ら
か
に
し
て
論
語
學
庸
詩
書
等
と
内
容
が
一
致
し
た
。
（
だ
が
そ
の
結
果
、
）
道
義
〈
‖
人
の
行
う
べ
き
正
し
い
道
〉
を
語
る
者
は
、

必
ず
し
も
占
｛
巫
の
書
と
し
て
易
を
見
な
く
な
っ
た
。
豪
傳
は
ち
ょ
う
ど
文
王
の
奮
轍
を
護
る
も
の
の
よ
う
に
文
を
解
鐸
し
て
い
る
が
、
大
象

で

は
必
ず
し
も
卦
の
名
義
に
こ
だ
わ
ら
な
い
で
、
別
に
自
ら
一
象
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
説
は
往
々
に
し
て
人
の
意
表
に
出
る
も
の
で
奮
轍

を
踏
襲
し
な
い
。
だ
か
ら
學
者
も
大
抵
経
文
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
そ
の
説
は
や
は
り
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
、
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
何
以
言
之
。
乾
大
象
、
天
行
乾
。
君
子
以
自
強
不
息
。
是
取
象
干
日
月
星
辰
東
西
相
從
不
息
。
乃
天
行
重
複
之
象
。
奮
説
、
認
得
弩
薩

　
　
之
膿
、
以
爲
象
。
故
不
取
重
複
之
義
。
謬
　
。
坤
大
象
、
地
勢
坤
。
君
子
以
厚
徳
載
物
。
是
取
象
干
地
厚
載
萬
物
。
乃
積
土
重
複
之
象

　
　
也
。
奮
説
、
帯
順
字
解
、
謬
　
。

　
　
（
何
を
以
て
か
之
を
言
ふ
。
乾
の
大
象
に
、
天
行
は
乾
。
君
子
以
て
自
強
し
て
息
ま
ず
と
。
是
れ
象
を
日
月
星
辰
の
東
西
相
從
ひ
て
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ご
つ
り
つ

　
　
ま
ざ
る
に
取
る
。
乃
ち
天
行
重
複
の
象
。
奮
説
は
、
弩
薩
の
酷
を
認
得
し
て
、
以
て
象
と
爲
す
。
故
に
重
複
の
義
を
取
ら
ず
。
謬
ま
れ

　
　
り
0
坤
の
大
象
に
、
地
勢
は
坤
。
君
子
厚
徳
載
物
を
以
て
す
と
。
是
れ
象
を
地
厚
く
萬
物
を
載
す
に
取
る
。
乃
ち
土
を
積
み
重
複
の
象

　
　
な
り
。
奮
読
に
、
順
の
字
を
帯
び
て
解
す
。
謬
ま
れ
り
。
）

　
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
か
o
乾
大
象
の
「
天
行
乾
な
り
。
君
子
以
て
自
強
し
て
息
ま
ず
」
は
象
を
日
月
星
辰
東
西
に
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

從
っ
て
息
ま
な
い
こ
と
に
取
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
天
が
重
複
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
象
で
あ
る
。
奮
説
は
、
ア
ー
チ
の
形
膿
を
認
得
し
て
、

そ

れ

を
象
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
重
複
の
義
を
取
ら
な
い
こ
と
は
、
誤
っ
て
い
る
。
坤
大
象
の
「
地
勢
は
坤
な
り
。
君
子
は
以
て
厚
徳
も
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　

物

を
載
す
」
は
象
を
大
地
が
厚
く
萬
物
を
載
せ
る
に
取
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
土
を
積
む
こ
と
が
重
複
し
て
い
る
と
い
う
象
で
あ
る
。
奮
説
に
、

順
の
字
を
帯
び
て
解
鐸
す
る
の
は
誤
っ
て
い
る
、
と
言
う
。

o
異
説
を
立
て
る
理
由

　
　
砥
今
所
以
爲
異
者
、
凡
於
此
等
之
虞
、
特
用
力
以
閨
其
幽
。
若
夫
毎
交
之
象
藪
義
理
、
亦
必
博
索
而
詳
説
之
o
建
艸
干
文
政
、
竣
功
干
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天
保
、
其
聞
殆
二
十
年
、
命
之
日
周
易
索
隠
、
林
中
観
易
、
古
逸
之
樂
事
。
砥
亦
以
此
供
掲
笑
而
已
。

　
　
（
面
鍵
異
を
爲
す
所
以
は
、
凡
そ
此
等
の
庭
に
於
て
、
特
に
力
を
用
ひ
て
以
て
其
の
幽
を
一
載
さ
ん
と
す
。
若
し
夫
れ
毎
交
の
象
敷
義
理
、

　
　
亦
必
ず
博
索
し
て
之
を
詳
説
す
。
文
政
に
建
艸
し
て
、
天
保
に
竣
功
す
。
其
の
聞
殆
ん
ど
二
十
年
、
之
に
命
じ
て
周
易
索
隠
と
日
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
林
中
に
易
を
観
る
は
、
古
逸
の
樂
事
な
り
。
砥
亦
此
を
以
て
猫
笑
に
供
す
る
の
み
。
）

　
私
が
今
異
説
を
立
て
る
理
由
は
、
凡
そ
こ
れ
ら
の
こ
と
に
お
い
て
、
特
に
力
を
用
い
て
そ
の
隠
れ
た
も
の
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の

で

あ
る
。
毎
交
の
象
数
義
理
も
、
同
様
に
必
ず
博
索
し
て
詳
説
し
て
み
る
。
文
政
に
稿
を
起
こ
し
て
、
天
保
に
完
成
し
た
。
そ
の
間
殆
ん
ど

二
十
年
で
あ
る
。
『
周
易
索
隠
』
と
名
付
け
た
。
林
中
に
易
を
観
る
は
、
古
逸
の
樂
事
で
あ
る
。
私
も
ま
た
そ
う
し
た
理
由
か
ら
一
人
で
笑

う
だ
け
で
満
足
で
あ
る
、
と
言
う
。

　
以
上
に

よ
れ
ば
、
南
城
が
こ
の
著
に
お
い
て
何
を
述
べ
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
意
圖
が
知
ら
れ
る
。
南
城
の
考
え
は
、
易
の
原
初
は
文

王
の

自
笠
の
言
で
あ
り
、
孔
子
が
豪
傳
・
大
象
を
作
っ
て
、
易
の
組
奥
を
登
明
し
、
道
義
の
意
味
が
加
わ
っ
た
。
後
の
道
義
を
語
る
者
は
、

必

ず
し
も
占
籏
の
書
と
し
て
見
な
く
な
り
、
あ
る
い
は
軍
に
浸
占
の
誹
と
す
る
だ
け
で
、
文
王
の
奥
義
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で

南
城
は
象
藪
義
理
を
探
求
し
て
易
の
奥
深
い
微
妙
な
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
書
名
も
「
索
隠
」
と
し
た
の

で
あ
る
。
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四

　
注
澤
の
實
際

H
　
象
数
學
の
立
場

と
互
膿
、
卦
愛
、
伏
卦
の
法

　
南
城
は
實
際
に
ど
の
よ
う
に
注
鐸
を
書
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
乾
、

初
九
の

注
鐸
を
見
て
み
よ
う
。



　
　
初
九
、
潜
龍
勿
用
。
象
日
、
潜
龍
勿
用
、
陽
在
下
也
。
（
初
九
、
潜
龍
用
ふ
る
勿
か
れ
。
象
に
日
く
、
潜
龍
用
ふ
る
勿
か
れ
と
は
、
陽

　
　
下
に
在
れ
ば
な
り
と
。
）
（
巻
一
）

　
　
説
卦
、
乾
爲
馬
、
震
爲
龍
。
而
乃
今
以
乾
爲
龍
、
何
也
。
日
、
龍
陽
物
而
祠
愛
不
測
。
故
於
此
卦
取
象
。
非
鹸
卦
乾
爲
馬
之
例
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ま

　
　
（
説
卦
に
、
乾
を
馬
と
爲
し
、
震
を
龍
と
爲
す
と
。
而
る
に
乃
今
乾
を
以
て
龍
と
爲
す
は
、
何
ぞ
や
。
日
v
、
龍
は
陽
物
に
し
て
祠
愛

　
　
測
ら
れ
ず
。
故
に
此
の
卦
に
於
て
象
を
取
る
。
錬
卦
の
乾
を
馬
と
爲
す
の
例
に
非
ざ
る
な
り
と
。
）

　
f
龍
」
に
つ
い
て
説
卦
傳
に
あ
る
説
明
と
の
矛
盾
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
卦
で
は
「
龍
」
の
「
陽
物
に
し
て
祠
愛
測
ら
れ
ざ
る
」
象
を

取
っ
た
の
だ
と
言
う
。
績
け
て
言
う
。

　
　
陽
交
在
最
下
、
爲
潜
龍
之
象
。
是
一
義
也
。
初
愛
則
垢
、
一
三
＝
巽
爲
入
〈
説
卦
〉
、
潜
伏
之
象
。
〈
左
傳
乾
之
垢
日
、
漕
龍
勿
用
。
之
同

　
　
人

日
、
見
龍
云
々
、
可
見
交
欝
皆
因
愛
係
之
　
。
〉
是
一
義
也
。
〈
垢
者
大
酷
之
巽
其
象
亦
同
。
〉
垢
伏
復
、
I
l
l
　
I
：
1
震
爲
龍
、
伏
干
坤
土

　
　
之

下
、
爲
潜
龍
之
象
、
是
一
義
也
。
一
陽
來
伏
、
＋
1
月
之
卦
也
。
未
可
施
用
、
爲
潜
龍
之
象
、
是
一
義
也
。
〈
馬
融
日
、
初
九
建
子

　
　
之
月
、
干
實
日
、
陽
在
初
九
十
一
月
之
時
、
自
復
來
也
《
李
氏
易
解
》
、
可
以
見
古
人
有
伏
卦
之
説
　
。
〉

　
　
（
陽
交
最
下
に
在
り
、
潜
龍
の
象
と
爲
す
。
是
れ
一
義
な
り
。
初
愛
す
れ
ば
則
ち
垢
、
l
三
一
一
巽
を
入
と
爲
す
〈
説
卦
〉
、
潜
伏
の
象
。

　
　
〈
左
傳
に
乾
、
垢
に
之
く
に
曰
く
、
潜
龍
用
ふ
る
勿
れ
と
。
同
人
に
之
く
に
日
く
、
龍
を
見
る
云
々
と
。
交
辞
皆
愛
に
因
り
て
之
に
係

　
　

は
る
を
見
る
べ
し
。
〉
是
れ
一
義
な
り
。
〈
垢
は
大
農
の
巽
、
其
の
象
も
亦
同
じ
。
〉
垢
、
伏
す
れ
ば
復
、
≡
≡
震
を
龍
と
爲
す
。
坤
土

　
　
の
下
に
伏
す
。
潜
龍
の
象
と
爲
す
、
是
れ
一
義
な
り
。
一
陽
來
伏
、
十
一
月
の
卦
な
り
。
未
だ
施
し
用
ふ
べ
か
ら
ず
、
潜
龍
の
象
と
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か

　
　
す
、
是
れ
一
義
な
り
。
〈
馬
融
日
く
、
初
九
は
建
子
の
月
と
。
干
費
日
く
、
陽
は
初
九
十
一
月
の
時
に
在
り
、
自
ら
復
し
來
た
る
な
り
」

　
　
と
。
　
＜
＜
李
氏
易
解
》
以
て
古
人
伏
卦
の
説
有
る
を
見
る
べ
し
。
〉
）

　
初
九
の
交
欝
に
つ
い
て
、
r
是
れ
一
義
な
り
」
と
四
つ
の
象
を
説
明
し
て
い
る
。
一
つ
め
は
乾
の
一
＝
一
＝
が
、
陽
交
が
最
も
下
に
あ
る
こ
と

（179）



を
潜
龍
の
象
と
し
て
と
る
。
1
1
つ
め
は
初
愛
す
れ
ば
初
九
が
陰
交
に
愛
わ
っ
て
垢
一
三
一
一
に
な
り
、
垢
の
下
卦
の
巽
は
説
卦
に
よ
れ
ば
入
で
あ

る
か
ら
、
潜
伏
の
象
と
す
る
。
こ
の
卦
愛
に
つ
い
て
は
、
左
傳
、
昭
公
二
十
九
年
の
記
事
を
示
し
、
易
は
卦
愛
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

の
根
接
と
し
て
い
る
。
1
1
1
つ
a
n
は
伏
卦
の
法
に
よ
る
。
伏
卦
と
は
裏
面
か
ら
見
た
卦
の
こ
と
で
あ
る
。
垢
一
一
一
一
一
一
の
伏
卦
は
l
l
l
l
”
復
と
な
る
。

復
の
下
卦
、
震
は
龍
を
象
徴
し
て
4
9
り
　
（
S
卦
）
、
坤
の
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
潜
龍
の
象
と
す
る
。
四
つ
目
は
、
さ
ら
に
、
そ
の
復
一
三
一
一
は

一
陽
來
伏
で
十
1
月
の
卦
で
あ
り
、
陽
氣
は
弱
く
、
施
し
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
潜
龍
の
象
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
南
城
は
今
日
あ
ま
り
説
か
れ
な
い
伏
卦
の
法
も
使
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
南
城
は
、
伏
卦
の
法
を
『
周

易
索
隠
』
全
般
に
わ
た
っ
て
用
い
て
い
る
。
こ
こ
で
南
城
は
、
注
鐸
の
最
初
で
あ
る
の
で
、
み
ず
か
ら
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
卦
愛
、
伏
卦

の

爾
説
が
古
人
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
馬
融
、
干
寳
を
引
き
、
そ
の
擦
り
所
を
示
し
た
よ
う
で
あ
る
。
績
け
て
言
う
。

　
　
若
夫
文
言
之
説
、
或
以
爲
隠
逸
之
君
子
、
或
以
爲
未
成
之
徳
行
、
或
以
位
言
之
、
或
以
時
言
之
、
易
象
之
含
蓄
多
義
、
不
唯
灸
穀
繰
、

　
　
學
者
宜
玩
味
焉
。

　
　
虞
舜
之
嬬
油
、
伊
サ
之
宰
野
、
傅
説
之
傅
巖
、
太
公
之
清
濱
、
武
侯
之
南
陽
等
、
難
輕
重
不
同
、
皆
可
當
此
交
　
。

　
　
（
若
し
夫
れ
文
言
の
説
、
或
い
は
以
て
隠
逸
の
君
子
と
爲
し
、
或
い
は
以
て
未
成
の
徳
行
と
爲
し
、
或
い
は
位
を
以
て
之
を
言
ひ
、
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
く
く
わ
　
　
あ
ふ

　
　
い
は
時
を
以
て
之
を
言
ふ
。
易
象
の
含
蓄
多
義
、
唯
だ
載
軽
を
灸
る
の
み
な
ら
ざ
る
こ
と
、
學
者
宜
し
く
玩
味
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
ぎ
ぜ
い

　
　
虞
舜
の
嬬
油
、
伊
ヂ
の
幸
野
、
博
説
の
傅
巖
、
太
公
の
清
濱
、
武
侯
の
南
陽
等
、
輕
重
同
じ
か
ら
ず
と
錐
も
、
皆
以
て
此
の
交
に
當
つ

　
　
べ
し
。
）

　

こ
こ
で
は
、
文
三
口
傳
に
握
っ
て
易
象
が
君
子
、
徳
行
、
位
、
時
な
ど
に
つ
い
て
の
多
義
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
「
穀
課
を
灸
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

の

「
灸
裸
」
と
は
『
史
記
』
「
筍
卿
傳
」
に
見
え
る
語
で
、
知
恵
や
言
開
が
蓋
き
な
い
こ
と
の
喩
え
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
「
潜
龍
勿
用
」

を
歴
史
上
の
事
例
で
説
明
し
て
い
る
。
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以
上
見
て

き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
城
は
基
本
的
に
象
藪
學
の
立
場
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
解
鐸
の
具
禮
的
方
法
と
し
て
卦
愛
、
伏
卦
の

法
を
重
頑
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
南
城
は
象
敷
學
の
立
場
か
ら
卦
愛
、
伏
卦
の
法
を
重
覗
し
て
い
る
が
、
今
日
伏
卦
の
法
よ
り
も
む
し
ろ
一
般
的
な
互
膿
の
法

に

つ
い

て
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
で
は
、
「
履
」
に
つ
い
て
の
解
読
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
g
e
l
l
l
l
l
l
　
（
g
P
1
1
）

　
　
履
互
躰
家
人
、
一
一
≡
一
父
父
子
子
、
兄
兄
弟
弟
、
夫
夫
婦
婦
、
而
家
道
正
o
正
家
而
天
下
定
　
之
象
。
〈
論
語
、
哀
公
問
政
。
子
封
日
、

　
　
君
君
臣
臣
、
父
父
子
子
、
云
云
。
禮
分
上
下
貴
賎
親
疎
之
謂
也
。
筍
子
王
制
、
君
君
子
子
父
父
子
子
、
兄
兄
弟
弟
、
一
也
。
云
云
。
一

　
　
乃
指
禮
。
〉
伏
謙
、
一
三
＝
謙
譲
禮
之
宗
也
。
大
躰
高
、
中
虚
、
忠
信
、
禮
之
質
也
。

　
　
（
履
の
互
躰
は
家
人
、
一
一
一
三
父
は
父
た
り
子
は
子
た
り
、
兄
は
兄
た
り
弟
は
弟
た
り
、
夫
は
夫
た
り
婦
は
婦
た
り
、
而
し
て
家
道
正
し
。

　
　
家
を
正
し
く
し
て
天
下
定
ま
る
の
象
。
〈
論
語
に
、
哀
公
政
を
問
ふ
。
子
封
へ
て
日
く
、
君
君
た
り
臣
臣
た
り
、
父
父
た
り
子
子
た
り
、

　
　
云
云

と
。
禮
は
上
下
貴
賎
親
疎
を
分
か
つ
の
謂
な
り
。
筍
子
王
制
に
、
君
君
た
り
子
子
た
り
父
父
た
り
子
子
た
り
、
兄
兄
た
り
弟
弟
た

　
　
る
は
、
一
な
り
。
云
云
と
。
一
は
乃
ち
禮
を
指
す
〉
伏
す
れ
ば
謙
、
l
l
＝
l
l
謙
譲
は
禮
の
宗
な
り
。
大
躰
の
高
は
、
中
虚
、
忠
信
、
禮
の

　
　
質
な
り
。
）

　
履
の

象
を
さ
ま
ざ
ま
述
べ
た
の
ち
に
、
互
酷
の
法
に
よ
る
解
説
を
し
て
い
る
。
南
城
が
言
う
互
膿
の
法
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
履
＝
＝
一
一
の

二
、
三
、
四
交
で
≡
、
三
、
四
、
五
交
で
一
＝
の
そ
れ
ぞ
れ
三
書
卦
が
で
き
る
。
そ
の
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
る
と
I
l
”
l
l
に
な
り
、
履
の
互
膿
は

家
人

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う

　
　
余
於
易
也
、
毎
卦
毎
交
、
考
之
互
躰
卦
愛
伏
卦
。
人
或
未
服
之
、
於
履
之
互
躰
伏
卦
、
詳
考
之
。
或
知
余
學
不
誕
　
。
（
巻
二
）

　
　
（
余
の
易
に
於
け
る
や
、
毎
卦
毎
交
、
之
を
互
躰
卦
愛
伏
卦
に
考
ふ
。
人
或
い
は
未
だ
之
に
服
さ
ず
。
履
の
互
躰
伏
卦
に
於
て
、
詳
か
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に

之
を
考
ふ
れ
ば
、
或
い
は
余
の
學
の
謳
ひ
せ
ざ
る
を
知
ら
ん
。
）

　

こ
こ
に
南
城
自
身
が
、
易
解
繹
を
互
髄
、
卦
愛
、
伏
卦
の
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
同
時
に
「
人
或
い
は
未
だ
之
に

服
さ
ず
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
南
城
猫
自
の
考
え
方
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
以
上
の

よ
う
な
主
張
を
す
る
南
城
は
、
程
朱
の
學
に
封
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
需
、
九
五
の
注
を
見
て
み

よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
九

五
、
需
干
酒
食
、
貞
吉
。
象
日
、
需
干
酒
食
吉
、
以
中
正
也
。
（
九
五
、
酒
食
に
需
つ
。
貞
し
く
し
て
吉
。
象
に
曰
く
、
酒
食
に
需

　
　
ち
て
吉
は
、
中
正
な
る
を
以
て
な
り
と
。
）
（
巷
二
）

　
　
攻
水
酒
漿
之
象
、
且
炊
二
陰
中
、
有
一
陽
。
爲
充
腹
之
象
。
高
則
與
炊
反
。
故
説
卦
日
、
高
爲
大
腹
。
腹
中
空
虚
楊
然
之
象
也
。
噸
三

　
　
≡
空
口
之
象
、
故
其
蒙
［
口
、
自
求
口
實
、
喧
監
一
三
＝
充
口
之
象
、
故
其
家
日
、
願
中
有
物
、
日
唾
瞳
。
夫
喧
嘘
之
爲
卦
、
九
四
一
交
、

　
　
願
中
之
物
、
且
自
二
至
五
、
大
酷
之
炊
也
。
然
則
今
此
攻
之
中
交
、
故
有
酒
食
之
象
、
可
知
也
。

　
　
（
炊
水
酒
漿
の
象
、
且
つ
炊
は
二
陰
の
中
に
、
一
陽
有
り
。
充
腹
の
象
と
爲
す
。
高
は
則
ち
炊
と
反
す
。
故
に
説
卦
に
曰
く
、
高
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
う
ぜ
ん

　
　
腹
と
爲
す
と
。
腹
中
空
虚
楊
然
の
象
な
り
。
願
は
三
三
空
口
の
象
。
故
に
其
の
豪
に
曰
く
、
自
ら
口
實
を
求
む
と
。
喧
睦
は
一
三
一
一
充
口

　
　
の
象
、
故
に
其
の
豪
に
曰
く
、
噸
中
物
有
り
、
喧
瞳
と
日
ふ
と
。
夫
れ
喧
睦
の
卦
た
る
、
九
四
の
一
交
、
願
中
の
物
に
し
て
、
且
つ
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　
よ
り
五
に
至
る
、
大
膿
の
炊
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
今
此
の
炊
の
中
交
、
故
よ
り
酒
食
の
象
有
る
こ
と
、
知
る
べ
き
な
り
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ロ
と

　
需
の
上
卦
は
≡
炊
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
炊
の
象
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
象
敷
の
立
場
か
ら
「
炊
の
中
交
、
故
よ
り
酒
食
の

象
有
る
こ
と
、
知
る
べ
き
な
り
」
と
説
明
す
る
。
績
け
て
三
口
う
。

　
　
程
朱
諸
家
、
以
陽
交
中
位
和
樂
之
象
解
酒
食
。
是
知
義
理
而
不
知
象
藪
之
妙
也
。
荷
不
知
酒
食
二
字
本
干
何
象
、
則
其
義
理
錐
當
、
亦

　
　
昧
榔
中
蚊
頭
之
類
耳
o
五
愛
則
泰
、
一
≡
H
天
地
交
泰
、
和
樂
之
時
。
爲
需
干
酒
食
之
象
、
泰
大
鵠
之
党
、
住
爲
開
口
、
亦
其
象
也
。
免

（182）



　
　
爲
澤
、
飲
食
潤
身
之
象
。
泰
互
躰
蹄
妹
、
一
三
一
一
亦
自
三
至
五
、
炊
水
〈
読
如
前
〉
之
象
。

　
　
（
程
朱
の
諸
家
、
陽
交
中
位
の
和
樂
の
象
な
る
を
以
て
酒
食
と
解
す
。
是
れ
義
理
を
知
り
て
象
敷
の
妙
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
萄
も
酒
食

　
　
の
二
字
何
れ
の
象
に
本
つ
く
か
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
義
理
當
た
る
と
雌
も
、
亦
昧
き
に
榔
ち
蚊
頭
に
中
る
の
類
の
み
。
五
愛
ず

　
　
れ
ば
則
ち
泰
、
I
l
l
　
1
”
天
地
交
泰
、
和
樂
の
時
な
り
。
酒
食
を
需
つ
の
象
と
爲
す
。
泰
は
大
髄
の
免
、
允
は
開
口
と
爲
す
。
亦
其
の
象
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ

　
　
り
。
免
を
澤
と
爲
す
。
飲
食
潤
身
の
象
。
泰
の
互
躰
は
蹄
妹
、
l
l
≡
亦
三
よ
り
五
に
至
る
、
炊
水
〈
読
前
の
ご
と
し
〉
の
象
。
）

と
述
べ
て
、
程
朱
と
の
違
い
を
言
う
。
象
敷
を
重
ん
じ
る
南
城
の
立
場
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
『
本
義
』
は
「
酒
食
は
宴
樂
の
具
、
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

ん

じ
て
以
て
之
を
待
つ
を
言
ふ
。
九
五
は
陽
剛
中
正
に
し
て
尊
位
に
需
つ
。
故
に
此
の
象
有
り
」
と
注
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
鄭
玄
に

封
し
て
は
「
按
ず
る
に
鄭
玄
象
敷
を
説
V
に
、
少
し
く
疵
病
有
り
と
錐
も
、
亦
漢
人
の
學
な
り
。
飴
の
易
學
と
符
合
す
。
」
（
巻
三
）

と
述
べ
て
お
り
、
や
は
り
南
城
の
立
場
は
漢
代
の
易
學
に
近
い
も
の
だ
と
分
か
る
。

口
　
卦
名
の
注

　
南
城
は
序
で
「
毎
交
の
象
敷
義
理
、
亦
必
ず
博
索
し
て
之
を
詳
説
す
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
卦
名
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
注
を
付
け
て
い
る

の

だ

ろ
う
か
。
「
艮
」
の
注
輝
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
p
t
l
l
l
l
l
l
　
（
g
e
五
）

　
　
艮
内
外
彼
此
皆
止
而
不
行
。
所
謂
両
己
相
背
、
爲
微
。
窒
慾
之
象
。
又
君
臣
上
下
各
止
其
所
。
所
謂
爲
人
君
止
干
仁
、
爲
人
臣
止
干
忠
、

　
　
爲
人
父
止
干
慈
、
爲
人
子
止
干
孝
之
象
。
（
凡
二
義
）
二
陰
地
也
。
一
陽
堀
起
其
上
。
山
之
象
。
山
上
有
山
、
安
重
又
安
重
、
萬
古
止

　
　
而
不
動
之
象
（
三
義
）
、
艮
爲
門
關
閉
鎗
。
閉
之
閉
、
止
之
象
。
（
四
義
）
一
陽
止
干
二
陰
上
。
、
陽
動
進
之
物
。
既
至
干
上
則
止
　
。

　
　
陰
者
静
不
動
之
物
、
上
止
而
下
静
、
艮
之
象
。
（
五
義
）
大
躰
之
炊
、
両
山
之
聞
有
培
水
、
不
流
動
、
亦
艮
之
象
（
六
義
）
、
又
互
躰
解
、

　
　
≡
l
l
l
解
繹
其
止
之
象
（
七
義
）
、
艮
伏
住
、
l
”
≡
門
關
開
開
、
與
艮
反
。
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ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ

　
　
（
艮
は
内
外
彼
此
皆
止
ま
り
て
行
か
ず
。
所
謂
両
己
相
背
に
す
る
を
微
と
爲
す
、
慾
を
窒
ぐ
の
象
。
又
君
臣
上
下
各
ミ
其
の
所
に
止
ま

　
　
る
。
所
謂
人
君
と
爲
り
仁
に
止
ま
る
、
人
臣
と
爲
り
忠
に
止
ま
る
、
人
の
父
と
爲
り
慈
に
止
ま
り
、
人
の
子
と
爲
り
孝
に
止
ま
る
の
象
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
っ
　
き

　
　
（
凡
そ
二
義
）
二
陰
は
地
な
り
。
一
陽
其
の
上
に
堀
起
す
。
山
の
象
。
山
上
に
山
有
り
、
安
重
又
安
重
、
萬
古
止
ま
り
て
動
か
ざ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ

　
　
象
（
三
義
）
、
艮
を
門
關
鎗
を
閉
ざ
す
と
爲
す
。
閉
の
閉
、
止
ま
る
の
象
。
（
四
義
）
一
陽
二
陰
の
上
に
止
ま
る
。
陽
動
き
之
に
物
を
進

　
　
む
。
既
に
上
に
至
れ
ば
則
ち
止
ま
る
。
陰
と
は
静
、
動
か
ざ
る
の
物
、
上
止
ま
り
て
下
静
か
な
り
、
艮
の
象
。
（
五
義
）
大
躰
の
吹
、

　
　
両
山
の
聞
に
培
水
有
り
、
流
動
せ
ず
、
亦
艮
の
象
（
六
義
）
、
又
互
躰
は
解
、
一
三
一
一
其
の
止
ま
る
の
象
を
解
鐸
す
（
七
義
）
、
艮
の
伏
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
び
ゃ
く

　
　
党
、
l
l
1
I
l
l
門
關
開
闇
す
、
艮
と
反
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
艮

は
内
と
外
、
向
こ
う
と
こ
ち
ら
、
皆
止
ま
っ
て
動
か
な
い
。
「
二
つ
の
『
己
』
の
字
を
背
中
合
わ
せ
に
し
た
模
様
が
微
で
あ
る
」
（
『
尚

書
』
「
盆
稜
」
孔
安
國
傳
）
と
い
う
よ
う
な
も
の
。
欲
望
を
ふ
さ
ぐ
象
で
あ
る
。
又
君
臣
、
上
下
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
場
所
に
止
ま
っ
て
い

，

Q
O
　
F
人
君
と
な
っ
て
仁
に
止
ま
り
、
人
臣
と
な
っ
て
忠
に
止
ま
り
、
人
の
父
と
な
っ
て
慈
に
止
ま
り
、
人
の
子
と
な
っ
て
孝
に
止
ま
る
」

　
　
　
　
　
ハ
む
　

（『
禮
記
』
大
學
）
の
象
で
あ
る
。
（
凡
そ
二
義
）
二
陰
は
地
で
あ
る
。
一
陽
が
そ
の
上
に
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
山
の
象
で
あ
る
。
山
の
上

に

山
が
あ
る
、
ど
っ
し
り
と
し
た
重
々
し
さ
の
上
に
さ
ら
に
重
々
し
さ
が
加
わ
る
、
永
遠
に
止
ま
っ
て
動
か
な
い
象
（
三
義
）
、
艮
を
門
や

關
所
が
鍵
を
閉
ざ
し
て
い
る
と
す
る
。
閉
ざ
す
こ
と
に
更
に
閉
ざ
す
意
味
が
加
わ
る
、
止
ま
る
の
象
。
（
四
義
）
一
陽
が
二
陰
の
上
に
止
ま

る
、
陽
で
動
き
進
む
物
は
、
上
に
着
い
て
し
ま
え
ば
止
ま
る
。
陰
と
は
静
か
で
動
か
な
い
物
で
、
上
が
止
ま
り
下
が
静
か
で
あ
る
、
艮
の
象
。

（五
義
）
大
膿
の
炊
は
、
二
つ
の
山
の
聞
に
穴
に
た
ま
っ
た
水
が
あ
っ
て
、
流
動
し
な
い
、
同
様
に
艮
の
象
（
六
義
）
、
又
互
躰
は
解
、
艮
の

止

ま
る
象
を
解
繹
す
る
（
七
義
）
、
艮
の
伏
は
免
で
、
門
や
關
所
が
開
く
こ
と
で
、
艮
と
は
反
封
で
あ
る
、
と
言
う
。

　
艮
に

つ
い

て
、
通
常
無
欲
や
不
動
の
象
は
よ
く
説
か
れ
る
が
、
こ
こ
で
南
城
は
七
義
を
畢
げ
、
艮
の
象
を
さ
ら
に
多
方
面
か
ら
解
説
し
て

い
る
。
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日
　
南
城
猛
自
の
説

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
南
城
の
易
學
は
、
象
藪
學
に
よ
っ
て
易
の
奥
義
を
考
え
る
と
い
う
南
城
猫
自
の
立
場
が
明
確
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
南
城
自
身
が
「
濁
得
の
見
」
だ
と
述
べ
て
い
る
注
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
養
（
巻
四
）

　
　
養
≡
l
l

　
　
炊
水
艮
山
、
進
退
両
難
、
養
行
之
象
。
炊
瞼
艮
止
、
遇
瞼
而
止
、
養
行
之
象
。
山
上
之
水
、
未
能
就
下
浦
然
。
水
行
之
蕎
也
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
や

　
　
（
炊
は
水
艮
は
山
、
進
退
両
つ
な
が
ら
難
、
行
v
に
塞
む
の
象
。
炊
は
瞼
艮
は
止
、
険
に
遇
ひ
て
止
ま
る
、
行
く
に
養
む
の
象
。
山
上

　
　
の
水
、
未
だ
下
き
に
就
き
て
浦
然
た
る
能
は
ず
。
水
行
の
窪
な
り
。
）

　
こ
の
卦
象
に
つ
い
て
「
山
上
の
水
、
未
だ
下
き
に
就
き
て
浦
然
た
る
能
は
ず
」
と
し
て
r
水
行
の
養
」
ま
で
説
い
て
い
る
の
も
濁
特
だ
と

思

わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
績
け
て
言
う
。

　
　
九
五
陥
在
干
二
陰
小
人
中
、
六
二
之
臣
、
欲
救
抵
之
、
而
爲
九
三
所
阻
之
象
、
君
臣
皆
在
養
難
也
o
艮
東
北
之
卦
也
。
吹
正
方
之
卦
也

　
　
〈
E
卦
之
文
〉
正
北
有
水
、
而
繁
帯
焉
、
從
岐
周
望
股
國
、
則
其
方
也
。
以
山
河
之
険
、
比
段
紺
政
治
之
瞼
。
文
王
欲
蓋
忠
於
天
下
、

　
　
而
養
難
不
可
行
。
故
治
西
南
而
爲
之
伯
。
経
文
利
西
南
不
利
東
北
、
及
解
卦
利
西
南
等
、
乃
就
卒
避
瞼
之
謂
也
。
坤
豪
所
謂
西
南
得
朋
、

　
　
東
北
亡
朋
、
亦
貴
唯
涯
示
占
者
之
餅
哉
。
文
王
之
意
、
其
深
　
哉
。
是
砥
掲
得
之
見
、
學
者
頷
之
否
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
う
し
よ
う

　
　
（
九
五
陥
り
て
二
陰
小
人
の
中
に
在
り
、
六
二
の
臣
、
之
を
救
極
せ
ん
と
欲
す
れ
ど
、
九
三
の
阻
む
所
と
爲
る
の
象
。
君
臣
皆
養
難
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い
た
い

　
　
在
る
な
り
。
艮
は
東
北
の
卦
な
り
。
攻
は
正
方
の
卦
な
り
〈
説
卦
の
文
〉
正
北
に
水
有
り
て
、
榮
帯
す
。
岐
周
よ
り
股
國
を
望
む
は
、

　
　
則

ち
其
の
方
な
り
。
山
河
の
険
し
き
を
以
て
、
駿
紺
政
治
の
険
し
き
に
比
す
。
文
王
忠
を
天
下
に
蓋
く
さ
ん
と
欲
し
て
、
養
難
行
く
べ

　
　
か
ら
ず
。
故
に
西
南
を
治
め
て
之
が
伯
と
爲
る
。
経
文
西
南
を
利
と
し
東
北
を
利
と
せ
ず
、
及
び
解
の
卦
に
西
南
に
利
あ
り
等
、
乃
ち
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卒
に

就
き
険
を
避
く
の
謂
な
り
。
坤
の
豪
の
所
謂
西
南
に
朋
を
得
、
東
北
に
朋
を
亡
ふ
も
、
亦
山
豆
に
唯
だ
涯
く
占
者
の
鮮
を
示
す
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
な
つ

　
　
な
ら
ん
や
。
文
王
の
意
、
其
れ
深
き
か
な
。
是
れ
砥
濁
り
得
る
の
見
、
學
者
之
に
頷
く
や
否
や
。
）

　
F
西
南
を
利
と
し
」
と
は
、
文
王
が
「
塞
難
行
く
べ
か
ら
ず
。
故
に
西
南
を
治
め
て
之
が
伯
と
爲
る
」
こ
と
、
「
東
北
を
利
と
せ
ず
」
と
は

F岐
周
よ
り
段
國
を
望
」
ん
で
、
「
股
紺
政
治
の
険
し
き
」
が
た
め
に
「
塞
難
行
v
べ
か
ら
ず
」
と
し
た
こ
と
、
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
序
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
ほ

も
「
塞
に
、
西
南
に
利
あ
る
も
、
東
北
に
利
有
ら
ず
と
。
亦
文
王
の
澤
未
だ
北
方
を
漸
さ
ざ
る
な
り
。
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
南
城

の

主
張

は
経
の
「
西
南
を
利
と
し
東
北
を
利
と
せ
ず
」
は
ま
さ
に
文
王
の
當
時
の
状
況
に
そ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ

て

卦
鮮
を
軍
に
占
爵
と
し
て
だ
け
考
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
序
で
は
「
西
南
を
利
と
し
東
北
を
利
と
せ
ず
」
以
外
の
1
1
つ
、
つ
ま
り
坤
「
西
南
得
朋
、
東
北
喪
朋
」
や
小
畜
「
密
雲
不
雨
、
自

我
西
郊
」
に
つ
い
て
南
城
の
圭
張
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
南
城
の
、
易
は
文
王
自
笠
の
書
で
あ
る
と
の
説
は
、
南
城
が
自
信
を

持
っ
て
述
べ
て
い
る
説
の
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
南
城
と
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
有
力
な
説
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
管
見
に
お
い
て
は

r西
南
得
朋
、
東
北
喪
朋
」
に
は
そ
の
よ
う
な
説
は
見
當
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
次
の
小
畜
「
密
雲
不
雨
、
自
我
西
郊
」
の
注
で
は
南
城
自

身
が
「
優
れ
り
と
爲
す
」
と
同
調
す
る
説
が
引
か
れ
て
い
る
。

　
　
小
畜
亨
。
密
雲
不
雨
。
自
我
西
郊
。
（
小
畜
は
亨
る
。
密
雲
雨
ふ
ら
ず
。
我
が
西
郊
よ
り
す
。
）
（
巻
二
）

　
　
我
西
郊
、
程
云
、
東
北
陽
方
、
西
南
陰
方
、
自
陰
侶
故
不
和
而
不
能
成
雨
。
握
四
而
言
。
故
云
自
我
。
朱
云
、
西
郊
陰
方
、
我
者
文
王

　
　
自
我
也
。
文
王
演
易
於
菱
里
、
覗
岐
周
爲
西
方
、
〈
砥
〉
按
姜
里
演
易
、
司
馬
遷
始
言
之
。
蓋
古
來
相
傳
之
説
　
。
繋
露
亦
云
、
作
易

　
　
者
、
當
般
之
末
世
周
之
盛
徳
乎
。
又
云
、
作
易
者
、
其
有
憂
患
乎
。
是
錐
不
適
指
其
人
、
而
似
暗
當
文
王
　
。
依
此
等
之
説
、
此
注
朱

　
　
子
爲
優
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ざ
な

　
　
（
我
西
郊
は
、
程
云
ふ
、
東
北
は
陽
の
方
、
西
南
は
陰
の
方
、
陰
よ
り
侶
ふ
が
故
に
和
せ
ず
し
て
雨
を
成
す
こ
と
能
は
ず
。
四
に
接
り
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み
つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
り
　
　
の

　
　
て
言
ふ
。
故
に
我
よ
り
す
と
云
ふ
と
。
朱
云
ふ
、
西
郊
は
陰
の
方
、
我
と
は
文
王
自
ら
我
な
り
。
文
王
易
を
美
里
に
演
ぶ
る
に
、
岐
周

　
　
を
硯
て
西
方
と
爲
す
と
。
〈
砥
〉
按
ず
る
に
菱
里
に
易
を
演
ぶ
は
、
司
馬
遷
始
め
て
之
を
言
ふ
。
蓋
し
古
來
相
傳
の
説
な
り
。
繋
餅
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

　
　
亦
云
ふ
、
易
を
作
る
は
、
般
の
末
世
、
周
の
盛
徳
に
當
る
か
と
。
又
云
ふ
、
易
を
作
る
者
は
、
其
れ
憂
患
有
る
か
と
。
是
れ
適
に
其
の

　
　
人
を
指
さ
ず
と
錐
も
、
暗
に
文
王
に
當
つ
る
に
似
る
。
此
等
の
説
に
依
り
、
此
の
注
朱
子
を
優
れ
り
と
爲
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
り

　
程
伊

川
の
説
の
あ
と
、
朱
子
の
「
西
郊
は
陰
の
方
、
我
と
は
文
王
が
自
分
で
我
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
文
王
が
易
を
菱
里
で
展
開
し
た
時

に
、
岐
周
を
硯
て
西
方
と
し
た
」
と
の
説
を
引
き
、
司
馬
遷
や
繋
蔚
傳
の
言
葉
も
握
り
所
と
示
し
な
が
ら
朱
子
の
説
を
優
れ
て
い
る
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
　

い

る
。
「
司
馬
遷
始
め
て
之
を
三
ロ
ふ
」
と
は
「
太
史
公
自
序
」
に
「
昔
西
伯
拘
せ
ら
れ
て
美
里
に
周
易
を
演
ぶ
。
」
と
見
え
る
こ
と
を
指
し
て

い

る
。
績
け
て
言
う
。

　
　
且
此
卦
柔
遜
之
巽
、
而
畜
止
剛
健
之
乾
、
有
似
干
文
王
。
菱
里
之
時
、
以
柔
遜
免
股
村
剛
暴
之
害
　
。
又
有
似
干
文
王
中
有
剛
健
之
徳
、

　
　
而
外
行
柔
遜
之
道
。
所
謂
三
分
有
二
而
服
事
干
股
　
。
〈
…
略
…
〉
故
知
密
雲
不
雨
者
、
文
王
在
厄
、
徳
澤
未
施
干
天
下
之
象
。
於
戯

　
　
此
蒙
辞
之
寓
意
、
其
深
　
哉
。

　
　
（
且
つ
此
の
卦
は
柔
遜
の
巽
に
し
て
、
剛
健
の
乾
に
畜
止
す
る
は
、
文
王
に
似
る
有
り
。
美
里
の
時
、
柔
遜
を
以
て
段
村
剛
暴
の
害
を

　
　
免
か

る
。
又
文
王
は
中
に
剛
健
の
徳
有
り
て
、
外
は
柔
遜
の
道
を
行
ふ
に
似
る
有
り
。
所
謂
三
分
し
て
二
を
有
ち
股
に
服
事
す
。
〈
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
あ

　
　
略
…
〉
故
に
密
雲
雨
ふ
ら
ざ
る
を
知
る
は
、
文
王
厄
に
在
り
、
徳
澤
未
だ
天
下
に
施
さ
ざ
る
の
象
。
於
戯
此
の
家
辞
の
寓
意
、
其
れ
深

　
　
き
か
な
。
）

　
加
え

て
、
こ
の
卦
は
柔
遜
の
巽
で
、
剛
健
の
乾
に
止
ま
っ
て
い
る
の
は
文
王
に
似
て
い
る
。
姜
里
の
時
、
柔
遜
を
以
て
段
村
剛
暴
の
害
を

免
か

れ
た

こ
と
、
又
文
王
は
剛
健
の
徳
を
持
ち
つ
つ
外
は
柔
遜
の
道
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
「
天
下
を
三
分
し
て
そ
の
二
を
保
ち
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
　

が
ら
殿
に
仕
え
る
」
（
『
論
語
』
）
に
該
當
す
る
。
「
密
雲
雨
ふ
ら
ざ
る
を
知
る
」
と
は
、
文
王
が
厄
に
在
り
、
徳
澤
が
天
下
に
施
さ
れ
て
い
な
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い

象
な
の
で
あ
る
、
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ
し
と
ど
む

　
本
田
濟
氏
は
「
我
と
い
う
の
は
作
者
、
周
の
文
王
自
身
。
文
王
が
菱
里
に
と
ら
わ
れ
て
、
易
の
欝
を
書
い
て
い
た
時
が
、
ま
さ
に
小
畜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

時
。
美
里
か
ら
見
れ
ば
周
は
西
に
見
え
る
。
」
と
言
う
。
こ
の
見
解
は
朱
注
に
從
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
鈴
木
由
次
郎
氏
は

F卦
辞
が
果
た
し
て
文
王
の
作
で
あ
る
か
ど
う
か
は
き
わ
あ
て
疑
わ
し
い
o
朱
烹
の
よ
う
に
強
い
て
文
王
の
事
と
み
な
く
て
も
よ
い
で
あ
ろ

　
　
に
　

う
。
」
と
言
っ
て
い
る
。

㊥
　
ま
と
め

　
以
上
南
城
の
易
注
繹
の
實
際
を
見
て
き
た
。
南
城
は
「
凡
そ
易
象
の
妙
、
典
要
を
成
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
」
（
巻
一
）
と
言
う
。
「
典
要

を
成
す
べ
か
ら
ず
」
と
は
、
一
定
不
愛
の
法
則
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
意
で
あ
る
。
「
繋
辞
傳
下
」
に
「
典
要
を
爲
す
べ
か
ら
ず
。

唯
だ
愛
の
適
く
所
の
ま
ま
な
り
。
（
不
可
爲
典
要
、
唯
愛
所
適
。
）
」
と
あ
る
の
に
握
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
南
城
は
巻
一
以
降
の
注
の
中
で

も
、
何
回
か
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
易
象
は
愛
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
面
性
を
も
つ
と
こ
ろ
に
易
の
妙
趣
が
あ
る
の
だ
か
ら
一
象
一

義
に

固
執

す
べ
き
で
な
い
と
の
考
え
は
南
城
の
易
學
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
南
城
は
、
常
に
「
～
之
象
」
、
ま
た
は
コ
義

也
」
を
列
畢
す
る
注
繹
を
書
い
て
い
る
。
象
敷
を
説
明
す
る
注
鐸
の
ス
タ
イ
ル
は
『
周
易
索
隠
』
全
膿
に
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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五
　
結
語

　
以
上
見
て

き
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
小
稿
の
結
論
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
『
周
易
索
隠
』
巻
六
の
F
序
」
に
よ
れ
ば
、
易
の
原
初
は
文
王
の
自
麸
の
言
で
あ
っ
た
が
、
孔
子
が
象
博
の
象
を
作
っ
て
易
の
組
奥
を
登

明
し
、
道
義
の
意
味
が
加
わ
る
と
次
第
に
易
が
必
ず
し
も
占
笠
の
書
と
し
て
見
ら
れ
な
く
な
り
、
涯
占
の
餅
と
す
る
だ
け
で
文
王
の
奥
義
が



忘
れ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
南
城
は
象
敷
義
理
を
探
求
し
て
易
の
奥
深
い
微
妙
な
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
し
た
、
と
分
か
る
。
南

城

は
象
藪
學
の
立
場
に
た
っ
て
、
卦
愛
、
伏
卦
、
互
膿
の
法
を
解
鐸
の
具
膿
的
方
法
と
し
て
重
覗
す
る
。
そ
こ
で
、
易
學
の
傾
向
と
し
て
は

程
朱
よ
り
も
鄭
玄
に
封
し
て
同
調
す
る
。
南
城
は
易
の
卦
と
文
王
に
關
す
る
歴
史
と
を
密
接
に
關
連
さ
せ
て
考
え
て
い
る
鮎
を
濁
自
性
を
持

つ

も
の
だ
と
自
分
で
も
考
え
て
い
る
。
そ
の
説
に
關
し
て
r
密
雲
不
雨
、
自
我
西
郊
」
の
注
で
は
朱
注
を
優
れ
て
い
る
評
債
し
て
い
る
。
南

城
が
學
派
の

如
何
よ
り
も
、
個
人
の
説
の
内
容
を
重
覗
し
て
賛
否
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
凡
そ
易
象
の
妙
、
典
要
を
成
す
べ
か

ら
ざ
る
な
り
。
」
と
南
城
は
言
う
。
易
象
は
愛
化
す
る
と
こ
ろ
に
妙
趣
が
あ
る
、
一
象
一
義
に
固
執
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
考
え
は
南
城
の

易
學
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
小
稿
に
お
い
て
は
南
城
の
易
學
の
中
心
を
成
す
も
の
を
解
明
す
べ
く
考
察
を
行
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
全
六
巻
も
あ
る
著
作
で
あ
る
か

ら
、
小
稿
だ
け
で
は
南
城
の
易
學
の
解
明
は
不
十
分
で
あ
る
。
邦
人
に
よ
る
易
の
著
作
が
藪
多
く
あ
る
中
で
、
南
城
の
『
周
易
索
隠
』
は
ど

の

よ
う
な
位
置
に
置
か
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
著
作
の
持
つ
債
値
は
ど
の
よ
う
な
鮎
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
小
稿
が
そ
う
し
た
検
討
の
契
機

に

な
る
と
し
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
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注（1
）

（2
）

（3
）

（4
）

（
5
）

大

沼
晴
暉
氏
の
『
藍
澤
氏
三
鹸
堂
奮
藏
書
ロ
ロ
録
』
（
斯
道
文
庫
論
集
　
第
三
十
三
輯
　
一
九
九
九
年
）

「寓
（
朴
齋
力
）
」
で
あ
る
。

内
山
知
也
『
藍
澤
南
城
　
詩
と
人
生
』
、
東
洋
書
院
・
一
九
九
四
年
。

内
山
氏
前
掲
書
、
七
六
～
七
八
頁
。

鈴
木
由
次
郎
『
易
経
』
下
（
全
鐸
漢
文
禮
系
第
九
巻
・
集
英
肚
・
一
九
七
四
年
）
、
四
六
五
頁
。

1
の
注
参
照
。

に

よ
れ
ば
、
初
稿
本
は
自
筆
で
、
浄
書
本
は



（6
）

（
7
）

（8
）

（9
）

（1
）

（1
）

（1
2
）

（1
3
）

（1
）

（1
5
）

（1
）

（1
）

（1
8
）

こ
の
原
本
の
「
乾
」
は
「
健
」
の
書
き
誤
り
o
　
m
p
　
1
　
r
乾
」
で
は
「
健
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
奮
説
と
は
周
易
正
義
の
疏
の
説
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
象
日
天
行
健
君
子
以
自
強
不
息
」
の
疏
に
は
「
天
行
健
者
、
行
者
、
運
動
之
稻
、
健
者
、
強

壮
之
名
、
乾
是
思
健
之
訓
、
今
大
象
不
取
齢
健
爲
鐸
偏
説
、
天
者
萬
物
壮
健
、
皆
有
衰
怠
、
唯
天
運
動
日
過
一
度
、
蓋
運
轄
混
没
未
曾
休
息
、
故
云

天
行
健
。
」
と
あ
る
。

『
周
易
』
の
注
に
「
地
形
不
順
其
勢
順
」
、
疏
に
「
地
勢
方
直
、
是
不
順
也
。
其
勢
承
天
、
是
其
順
。
」
と
あ
る
。

南
城
の
名
。

伏
卦

は
京
房
の
飛
伏
の
説
か
ら
來
た
も
の
と
い
う
。
兼
坂
晋
『
易
學
概
観
』
（
博
文
館
・
一
九
三
三
年
）
、
1
0
1
頁
。

『
史
記
』
に
は
「
灸
穀
過
髭
」
と
あ
る
が
、
『
集
解
』
に
よ
れ
ば
、
劉
向
『
別
録
』
に
は
「
過
」
を
「
繰
」
に
作
る
、
と
言
う
。

［
酒
食
宴
樂
之
具
、
言
安
以
待
之
、
九
五
陽
剛
中
正
需
干
尊
位
、
故
有
此
象
。
」

r按
鄭
玄
説
象
敷
、
錐
少
有
疵
病
、
亦
漢
人
之
學
也
。
與
余
易
學
符
合
。
」

「
禮
記
』
大
學
篇
に
「
詩
云
、
穆
穆
文
王
、
於
絹
煕
敬
止
。
爲
人
君
止
於
仁
、
爲
人
臣
止
於
敬
、
爲
人
子
止
於
孝
、
爲
人
父
止
於
慈
、
與
國
人
交
、
止

於
信
。
」
と
あ
る
。

F昔
西
伯
拘
美
里
演
周
易
。
」

『論
語
』
泰
伯
篇
k
J
　
r
l
二
分
天
下
有
二
以
上
服
事
段
。
」
と
あ
る
。

本
田
濟
『
易
』
（
新
訂
中
國
古
典
選
・
朝
日
新
聞
杜
・
一
九
六
六
年
）
、
八
三
頁
。

鈴
木
氏
｝
剛
掲
圭
日
、
　
1
1
0
⊥
ハ
頁
。
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